
体験通し自身を育てる
文
教
大
学
付
属
高
等
学
校

台
湾
　
４
泊
５
日


年

月
　
実
施

海
外
の
未
知
の
環
境
で
　

何
が
で
き
る
か
考
え
行
動

北
海
道
ニ
セ
コ
高
等
学
校

マ
レ
ー
シ
ア
　
５
泊
６
日


年

、

月
　
実
施

Ｙ
Ｔ
Ｌ
ホ
テ
ル
学
校
と
の

交
流
で
国
際
感
覚
を
養
う
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　高校の修学旅行や教育旅行は、見る行為から一歩進んで自ら五感を
使い、何かを感じ取る体験が主流になってきた。さらに、核家族化で
希薄になった人間関係を、肌で感じる民泊も人気が高い。一方で、多
感なこの時期だからこそ、日本の歴史や文化に触れ、あるいは平和学
習など、知識と日本人の生き方を自ら感得する必要性が、グローバル
化の中で改めて問われている。学校が求め、実施している旅行とはど
のようなものか。目的や教育的意図、効果などを取材した。

中国語学習

星野喜代美ＳＡ

故宮博物院も見学

Ｂ＆Ｓプログラムによる市内観光

歓迎セレモニー

ＹＴＬホテルスクールズでのケーキ作り体験

中谷知記教諭林大輔教諭

国
立
記
念
碑
前
で
記
念
撮
影

紫
の
ロ
ー
ブ
を
着
て
国
立
モ

ス
ク
を
見
学

ＹＴＬホテルスクールズでレストランサー
ビスの授業を受ける

ＹＴＬホテルスクールズの学生、教師との
夕食交流会

　
文
教
大
学
付
属
高
等
学
校

（
戸
田
弘
美
校
長
）
は
、
東

京
・
品
川
区
に
校
舎
を
置
く

中
高
一
貫
教
育
校
。
校
訓
と

し
て
「
人
間
愛
」
を
掲
げ
、

強
い
心
を
育
む
教
育
を
行
い

「
他
者
の
た
め
の
自
己
の
育

成
」
に
努
め
る
。

　
２
０
１
４
年
に
は
新
校
舎

を
建
て
、
教
室
に
は
電
子
黒

板
を
完
備
す
る
ほ
か
、
放
課

後
の
「
自
立
学
習
支
援
シ
ス

テ
ム
」
と
し
て
、
専
任
の
チ

ュ
ー
タ
ー
が
個
々
の
生
徒
に

合
わ
せ
た
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
特
別
室
「
文
教
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
設
け
る
な
ど
学

習
環
境
を
整
え
て
い
る
。
　

　
こ
の
ほ
か
、
式
典
や
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
で
き
る
「
Ｌ

Ｏ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
　
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
（
講

堂
）
」
、
約
４
万
２
千
点
の

資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
図
書

室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

や
室
内
温
水
プ
ー
ル
も
完
備

し
た
体
育
館
な
ど
の
施
設
を

備
え
る
。

　
特
色
あ
る
教
育
の
一
つ
と

し
て
、
英
語
、
中
国
語
圏
へ

の
進
学
指
導
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
海
外
の
大
学
と
連
携

し
た
取
り
組
み
を
進
め
、
世

界
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
。

　
同
校
の
修
学
旅
行
は
「
日

本
で
は
な
い
世
界
を
知
る
」

「
日
本
の
大
学
と
他
国
の
大

学
の
格
差
を
知
る
」
を
目
的

に
、

年
度
か
ら
台
湾
で
実

施
。
英
語
教
育
の
一
環
と
し

て
台
湾
の
大
学
と
の
国
際
交

流
や
英
語
、
中
国
語
の
現
地

学
習
に
取
り
組
む
。

　
海
外
を
修
学
旅
行
先
と
し

て
選
ぶ
際
に
一
番
大
事
に
し

た
こ
と
は
、
安
全
に
連
れ
て

い
け
る
場
所
で
あ
る
か
ど
う

か
。
現
地
の
治
安
や
情
勢
を

考
慮
し
、
保
護
者
や
生
徒
が

安
心
で
き
る
場
所
と
し
て
台

湾
を
選
ん
だ
。

　
海
外
で
の
修
学
旅
行
に
臨

む
生
徒
に
対
し
、
同
校
の
前

校
長
で
あ
る
シ
ニ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
星
野
喜
代
美
氏
は

「
海
外
と
い
う
新
し
い
環
境

の
中
で
、
生
徒
自
身
が
何
を

で
き
る
か
を
考
え
て
自
主
的

に
行
動
し
、
多
く
の
こ
と
を

学
ん
で
ほ
し
か
っ
た
」
と
語

る
。

　

年
度
の
修
学
旅
行
は
、

台
北
を
旅
行
先
に

月
８
～


日
の
４
泊
５
日
で
実
施
。

対
象
年
次
の
２
５
５
人
が
参

加
し
た
。
「
台
湾
の
『
今
』

の
息
吹
を
感
じ
国
際
社
会
へ

の
関
心
を
高
め
よ
う
」
が
テ

ー
マ
。
「
今
」
し
か
で
き
な

い
経
験
を
自
分
の
未
来
に
つ

な
げ
る
た
め
、
現
地
で
見
聞

を
広
め
、
現
地
大
学
生
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
通
じ
て
国
や
人
の
つ
な
が

り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
。
行

程
は
、
外
国
語
教
育
と
外
国

の
歴
史
や
文
化
体
験
を
柱
と

し
て
構
成
し
た
。

　
修
学
旅
行
で
は
、
現
地
の

大
学
生
と
対
面
式
の
後
、
現

地
大
学
生
と
一
緒
に
台
北
市

内
を
巡
る
Ｂ
＆
Ｓ
（
ブ
ラ
ザ

ー
ア
ン
ド
シ
ス
タ
ー
）
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
英
語
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
な
が
ら
観
光
を
行
っ
た
。

ま
た
、
台
北
市
の
中
國
文
化

大
学
を
訪
れ
た
。
歓
迎
セ
レ

モ
ニ
ー
や
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
で
大
学
生
と
交
流
を

深
め
た
ほ
か
、
英
語
を
使
用

し
て
中
国
語
を
学
ぶ
な
ど
、

外
国
語
の
語
学
力
向
上
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
践
し
た
。

　
ま
た
、
台
北
市
内
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
巡
り
や
茶
芸
、
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
ケ
ー
キ
作
り
、

小
龍
包
料
理
実
習
、
天
燈
上

げ
な
ど
の
体
験
学
習
を
行

い
、
台
湾
の
歴
史
や
文
化
に

触
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
総
統
府
、
忠

烈
祠
な
ど
台
北
の
歴
史
的
建

造
物
、
饒
河
街
観
光
夜
市
、

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
坂
の
街

「
九
份
」
、
故
宮
博
物
院
な

ど
を
見
学
し
た
。

　
帰
国
後
、
多
く
の
生
徒
は

大
学
生
と
の
交
流
が
最
も
印

象
的
で
思
い
出
に
残
っ
て
い

る
と
話
し
た
。
勉
学
に
励
む

姿
勢
や
行
動
姿
勢
な
ど
、
大

学
生
と
自
身
と
の
違
い
を
感

じ
た
よ
う
だ
。

　
修
学
旅
行
の
成
果
に
つ
い

て
星
野
氏
は
「
感
じ
る
も
の

が
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な

い
。
修
学
旅
行
で
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
、
生

徒
が
自
ら
目
的
を
立
て
て
、

考
え
て
行
動
で
き
た
。
生
徒

が
自
主
的
に
考
え
る
力
を
向

上
さ
せ
、
自
立
し
て
行
動
で

き
る
人
へ
と
成
長
す
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
」と
述
べ
た
。

　
修
学
旅
行
と
も
連
動
し
た

取
り
組
み
と
し
て
、
希
望
制

で
中
国
語
の
教
室
を
設
け
、

台
湾
の
大
学
へ
の
進
学
に
向

け
た
講
座
を
開
設
し
て
い

る
。
ま
た
、
台
湾
の
大
学
生

を
招
待
し
演
奏
発
表
会
を
す

る
な
ど
国
際
交
流
を
深
め
て

い
る
。
進
路
に
も
変
化
が
あ

り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ

ル
ボ
ル
ン
大
学
に
１
人
、
ク

イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
に
２

人
が
進
学
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
理
想
の
修
学
旅
行

に
つ
い
て
星
野
氏
は「
現
在
、

修
学
旅
行
は
過
去
に
習
っ
た

行
程
を
こ
な
す
だ
け
と
な
り

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
。
修

学
旅
行
を
有
意
義
に
す
る
に

は
イ
ン
パ
ク
ト
が
必
要
。
心

が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
経
験
を
す

る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
も
の

は
大
き
い
。
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
。

イ
ン
パ
ク
ト
が
子
ど
も
に
ど

う
当
て
は
ま
り
成
長
に
つ
な

が
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
必

要
」
と
語
っ
た
。

　
北
海
道
ニ
セ
コ
高
等
学
校

（
田
邊
裕
二
校
長
）
は
、
ニ

セ
コ
町
立
の
昼
間
定
時
制
学

校
。
全
国
で
唯
一
の
「
緑
地

観
光
科
」
内
に
「
農
業
科
学

コ
ー
ス
」
と
「
観
光
リ
ゾ
ー

ト
コ
ー
ス
」
の
２
コ
ー
ス
を

設
定
し
て
い
る
。
全
校
生
徒

数
は
約

人
と
小
規
模
。
豊

か
な
自
然
を
基
盤
と
し
農
業

と
観
光
が
基
幹
産
業
と
な
っ

て
い
る
地
域
の
特
性
を
背
景

に
、
農
業
と
観
光
の
未
来
を

担
う
、
地
域
に
根
差
し
た
産

業
人
の
育
成
を
目
指
す
。

　
農
業
科
学
コ
ー
ス
で
は
、

野
菜
や
花
の
生
態
と
、
健
康

に
育
て
て
収
穫
す
る
た
め
の

知
識
と
技
術
を
学
ぶ
。
食
品

を
加
工
し
、
自
ら
販
路
を
開

拓
す
る
、
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ

る
農
業
人
を
育
て
る
。

　
観
光
リ
ゾ
ー
ト
コ
ー
ス
で

は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
イ
（
お

も
て
な
し
）
を
念
頭
に
、
観

光
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
知
識

と
技
術
を
学
習
。
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
幸

せ
と
喜
び
を
提

供
で
き
る
心
豊

か
な
観
光
産
業

人
を
育
成
す

る
。

　
同
校
の
特
色

の
一
つ
が
、
２
年
生
で
実
施

す
る
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
見
学

旅
行
。
ニ
セ
コ
町
の
ホ
テ
ル

「
ヒ
ル
ト
ン
ニ
セ
コ
ビ
レ
ッ

ジ
」
を
経
営
す
る
マ
レ
ー
シ

ア
の
「
Ｙ
Ｔ
Ｌ
ホ
テ
ル
ズ
」

と
連
携
し
、
ニ
セ
コ
町
か
ら

の
支
援
を
受
け
て
２
０
１
１

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
そ
の
目
的
は
①
緑
地
観
光

科
の
特
性
を
生
か
し
、
自
然

環
境
・
生
活
環
境
や
旅
行
・

観
光
に
付
随
す
る
こ
と
が
ら

を
体
験
す
る
②
訪
問
国
の
文

化
を
知
り
、
日
本
文
化
と
比

較
し
て
文
化
や
伝
統
の
違
い

を
尊
重
す
る
態
度
を
養
う
③

Ｙ
Ｔ
Ｌ
ホ
テ
ル
ス
ク
ー
ル
ズ

の
学
生
と
の
交
流
を
積
極
的

に
行
い
、
国
際
交
流
の
重
要

性
を
認
識
す
る
④
豊
か
な
国

際
感
覚
を
身
に
つ
け
、
生
活

背
景
が
異
な
る
人
た
ち
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
で
、
自
分
と
は
違
う
人

に
対
し
て
も
寛
容
に
受
け
入

れ
る
柔
軟
性
を
身
に
つ
け
る

⑤
事
前
・
事
後
学
習
を
含
め

て
見
学
旅
行
全
体
を
ク
ラ
ス

全
員
で
取
り
組
む
こ
と
で
信

頼
関
係
、
協
調
性
を
高
め
、

進
路
活
動
を
含
め
た
今
後
の

学
校
生
活
の
足
掛
か
り
と
す

る
―
の
五
つ
。

　
６
回
目
と
な
る
昨
年
の
見

学
旅
行
は

月

日
か
ら


月
４
日
ま
で
の
５
泊
６
日
の

行
程
で
実
施
。
２
年
生
の
男

女

人
が
参
加
し
た
。

　
１
日
目
は
千
歳
へ
専
用
バ

ス
で
移
動
し
、
市
内
の
ホ
テ

ル
に
宿
泊
。
２
日
目
に
航
空

機
で
新
千
歳
空
港
か
ら
成
田

空
港
を
経
て
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

ー
ル
国
際
空
港
に
到
着
。
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
ホ
テ
ル

に
宿
泊
し
た
。

　
３
日
目
は
、
新
王
宮
、
国

家
記
念
碑
、
国
立
モ
ス
ク
、

独
立
記
念
広
場
な
ど
市
内
観

光
。
錫
工
場
の
見
学
、
ピ
ュ

ー
タ
ー
加
工
制
作
体
験
や
、

バ
テ
ィ
ッ
ク
店
、
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
店
の
見
学
な
ど
も
行
っ

た
。

　
４
日
目
は
Ｙ
Ｔ
Ｌ
ホ
テ
ル

ス
ク
ー
ル
ズ
で
の
活
動
。
４

班
に
分
か
れ
て
、
「
テ
・
タ

レ
と
モ
ク
テ
ル
作
り
」
「
マ

レ
ー
シ
ア
料
理
」
「
ナ
プ
キ

ン
折
り
」
「
レ
ス
ト
ラ
ン
サ

ー
ビ
ス
」
の
授
業
を
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
で
受
け
た
。
同
校

の
学
生
た
ち
と
交
流
し
な
が

ら
実
技
も
体
験
し
た
。

　
５
日
目
は
ジ
ョ
ン
カ
ー
ス

ト
リ
ー
ト
で
の
自
主
研
修
、

マ
ラ
ッ
カ
世
界
遺
産
の
散
策

な
ど
を
行
っ
た
後
、
空
路
で

日
本
へ
。
６
日
目
に
成
田
空

港
か
ら
新
千
歳
空
港
に
降
り

て
、
学
校
に
帰
着
し
た
。

　
修
学
旅
行
の
一
番
の
メ
イ

ン
は
、
Ｙ
Ｔ
Ｌ
ホ
テ
ル
ス
ク

ー
ル
ズ
と
の
交
流
だ
。
今
回

の
旅
行
全
般
を
担
当
し
た
林

大
輔
教
諭
は
「
生
徒
た
ち
は

最
初
、
緊
張
も
あ
っ
て
な
か

な
か
自
分
か
ら
英
語
で
話
し

か
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
Ｙ
Ｔ
Ｌ
の
学
生
た
ち
が

英
語
を
ゆ
っ
く

り
と
話
す
な
ど

良
く
し
て
く
れ

て
、
夕
食
時
の

交
流
会
に
は
一

緒
に
写
真
を
撮

っ
た
り
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
っ
て
い
た
」
と
そ

の
成
果
を
語
る
。

　
夕
食
交
流
会
で
は
、
五
つ

の
班
が
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を

決
め
て
、
食
や
地
理
、
気
候

な
ど
日
本
と
マ
レ
ー
シ
ア
の

違
い
を
英
語
で
説
明
す
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ

た
。
「
当
日
の
発
表
も
大
事

だ
が
、
事
前
の
準
備
で
生
徒

が
自
分
で
い
ろ
い
ろ
と
物
事

を
考
え
る
こ
と
に
意
義
が
あ

る
」
と
林
教
諭
。

　
修
学
旅
行
の
感
想
を
聞
く

と
、
「
英
語
が
で
き
な
い
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
な
い
。
も
っ
と
英
語
を
勉

強
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
っ
た
」
な
ど
英
語
の

重
要
性
を
実
感
し
た
生
徒
が

多
か
っ
た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
見
学
旅

行
は

年
度
も
継
続
す
る

が
、
内
容
に
つ
い
て
は
見
直

す
方
針
だ
。
引
率
し
た
中
谷

知
記
教
諭
は
「
農
業
科
学
、

観
光
リ
ゾ
ー
ト
の
コ
ー
ス
別

に
特
色
を
出
し
て
い
く
。
観

光
リ
ゾ
ー
ト
は
Ｙ
Ｔ
Ｌ
と
の

交
流
や
ホ
テ
ル
実
習
、
現
地

で
の
ニ
セ
コ
観
光
の
Ｐ
Ｒ
展

な
ど
を
実
施
す
る
一
方
、
農

業
科
学
は
現
地
特
有
の
農
作

物
や
植
物
を
見
学
し
、
日
本

と
の
関
連
性
を
学
び
た
い
」

と
構
想
を
明
か
す
。

　
世
界
で
活
躍
で
き
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
の
あ
る
ホ
テ

ル
人
材
を
育
成
す
る
、
と
の

考
え
で
始
ま
っ
た
マ
レ
ー
シ

ア
へ
の
見
学
旅
行
。

年
に

は
ヒ
ル
ト
ン
ニ
セ
コ
ビ
レ
ッ

ジ
か
ら
就
職
内
定
を
も
ら
う

生
徒
も
出
た
と
い
う
。

　
今
後
は
観
光
教
育
の
中
で

英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
向
上
さ
せ
る
よ

う
地
域
の
外
国
人
や
町
の
Ｃ

Ｉ
Ｒ
（
国
際
交
流
員
）
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
計
画
し

て
い
る
。

九份観光

http://naganoken-gakushuryoko.net/
http://www.toei-eigamura.com/

